










































































ど eー そのことを示唆する短い手紙が Cell誌
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1.2情報通信分野
(1 )インテル高速プロセッサ用の新実装技術を発表
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1.7社会基盤分野
(1 )地震による絶対重力変化を初めて検出
Geophysical Research Letters 10月号に田中愛彦
氏他は、地震{;よる一種対重力家i乙?(~初治主一検出主札
たと報告した。これについて、国土地理院熊木洋太
氏より以下の投稿があったO
1998年9月3日に岩手山南西麓を震源とし、地表地
震断層が出現したマグ、ニチュード、6.1の地震が発生し
たが、この地震の前日と7日後に震源距離3kmの地点
で行われた絶対重力観測で、 -6マイクロガルの重力
変化が認められた。通常の観測誤差は1マイクロガノレ
程度であるため、この重力変化は有意である。
地震は地王虫岩盤坦ある~[ijJ_(断層面1~_~断裂\.:_1"_，_
食ど違豆二よ，;主2_1"_生_Ç9q).ゴご~，_i:;_~_主的J..三地主り
密度分布U;玄{七_~~生_ÇhJ主ー地主Jり点J三と?ー:支重良
だ.~.1七;士五はずである。今回の地震については、地
表で観測された地殻変動量の分布から震源断層モ
デル(地下で生じた断層面の位置・形態・大きさと食
い違いの向き・量)が推定されており、 6マイクロガル
品、う重力変化の値は震源断層モデ、ルから期待され
る値とよく一致する。したがって、この重力変化はまさ
に地震起源のものと判断できる。これは初めてのこと
である。
重n_変i己主1震源断層(J)活鞍主主三反聖堂Lヱ~_~9~.
であれば、そのデータは震源断層モデ、ルの決定に貢
献立主るム震源断層モデルの決定は従来、地震波デ
ータや地殻変動データの解析によって行われているが、
それぞれデータの質・量の問題や解析の不確定性の
問題を抱えている。
今後はこれらの二つに、組対重点観測_Ç~_~2第三Jり
手法を加えてより正確に震源断層モデルを決定で、きる
豆能性一方I~高まョたζJとi主主一弘一地震研窓及-çf豆刀研賓
{;主ザーたな展閉だも立らーさ札る~!!L能性坦出__亡きたとー貫主
主うι
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1.8フロンティア分野
(1 )宇宙太陽発電の将来展望
エネルギー・資源 2001年9月5日において、京都
大学松本紘氏が宇宙耐用発電に関する今後の展
望を発表している。これについて東京理科大学
谷辰夫氏より以下の報告があった。
宇宙太陽発電所は宇宙空間で巨大な太陽電池パ
ネルを広げ、太陽光発電によって得られる直流電力
をマイクロ波に変換して、送電アンテナから地球や宇
宙都市の受電所に設置されるレクテナと呼ばれる受
電アンテナへ伝送し、再び直流電力に変換する発電
所である。約20年前に発表されたこの計画に対し賛
否両論の意見があったが、その後世界各国で地道な
調査研究、基礎研究が続けられてきた。
ここにきて、エネルギー資源と環境問題の解決法
のーっとして、また地球閉鎖系から宇宙開放系への
転換の足がかりとして実用化のための研究が進めら
れる機運にある。わが国では、実用化の目標を2040
年に設定した検討が開始された。
宇宙太陽発電所は、半永久的なエネルギー源、ク
リーン、地表の天候条件に左右されない、広範な技
術の波及効果が期待できるなどの特徴を有する。た
だ、エネルギーコスト、マイクロ波が生体へ及ぼす問
題の研究や、既存通信網へマイクロ波送電ビームが
及ぼす影響の評価など解決課題が数多くあり、実用
化を急ぐことなく幅広い基礎データの積み上げが必
要である。
12科学技術動向 2001年 1月号
